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【演出】　　　伊藤太一 ･ 田中成子 ( 有限会社ユーギルド )
【ヘアメイク】鎌田由美子、資生堂ビューティークリエイションセンター
【着付け】　　吉村澄子、仲山裕子、鈴木三恵子、須田久美子、花影きもの塾
【プレス】　　佐藤恵子 ･ 徳永礼子 ( 有限会社プロスペール )
【MODELS】  魚住光生　黒田瑞貴　源崎トモエ　スコットつばめ　森下祐未　玲奈　ZOE
【撮影】　　　富島達博

TOKYO
KIMONO COLLECTION

KIMONO SALONE 2023

1stSTAGE は綺萌野 ｢ 青野保夫 ｣。｢きものはファッション、女

性を素敵にしたい想いで作品作りをしています。今回は『和装と洋

装の融合と混沌』をテーマに自己表現のアイテムとしてのきものを

制作しました ｣と青野氏。バックミュージックはもちろん BEATLES。

オープニングから男女ペアのモデルが満面の笑顔で登場し、音楽

にはじけながら街を歩くおしゃれでかっこいいきものが登場した。

2ndSTAGE は初参加のとなみ織物。西陣の老舗帯地メーカー

が帯にとどまらずオールラウンドなきものを制作しコレクションに初お

目見えした。アイテムも豊富なバリエーションで、オープニングはお

しゃれな小紋、次いで西陣御召、奄美大島の西村絹織物と共同

で制作した大島紬、そして美しさがひときわ冴える訪問着。コーディ

ネートする帯はもちろんとなみ織物オリジナルの帯。伝統を守りつつ、

現代にマッチするおしゃれなきものが登場した。

3rdSTAGE は JOTARO SAITO。きものを最新モードに高めた

斉藤上太郎。今年のテーマは ｢PARTY｣。7 月に 4 年ぶりに開

催された隅田川花火大会を見た上太郎氏は「数年間の鬱積を晴ら

すかのような見事な花火。足元には百万人超の観衆。瞬間的に

新しい時代の幕開けを肌で感じた。この新しい世界の幕開けを皆さ

んと共有したい」そんな気持ちで今回のタイトルを名付けた。ショー

はきもの 20 スタイルが登場したが、今回は大きなこだわりを持ち、

12 スタイルはきもの着装の上にもう1 点のきものを羽織って登場、

さらにメンズ、レディス共羽織着装が 4 点と16 スタイルが羽織物

を付けたショーは見ごたえ十分だった。

きものサローネ 2023 ランウェイイベント ｢TOKYO KIMONO 

COLLECTION｣ が 9 月 30 日土曜日、室町三井ホール (coredo

室町テラス3 階 ) で開催された。

ショーは京都から3メゾンが参加。｢ 最新のファッションとしてのき

もの、誰もが着てみたいと思うきもの、お出かけのチョイスの選択

肢の一つになるきもの ｣そんな気持ちを込めて制作した新作がラン

ウェイを歩いた。



1st STAGE青野保夫



2nd STAGEとなみ織物



3rd STAGEJOTAROSAITO
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